
九
月
二
十
二
日
、
岡
山
市
の
表
町
商

店
街
の
一
角
に
岡
山
Ｉ
Ｐ
V
６
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
「
ゆ
び
き
た
す
く
え
あ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

愛
称
の
「
ゆ
び
き
た
す
く
え
あ
」
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
の
ユ
ビ
キ
タ
ス

と
、
み
ん
な
が
楽
し
く
集
う
広
場
と
い
う
意
味
の

「
ス
ク
エ
ア
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
Ｉ
Ｐ
V
６
を
は
じ
め
と
す
る

最
新
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を
生
か
し
た
テ
レ
ビ
電

話
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

で
操
作
で
き
る
住
宅
設
備
、
高
品
質
な
映
像
伝
送
シ

ス
テ
ム
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
な
が
る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
を
一
足
先
に
実
感

で
き
る
施
設
で
す
。

※
Ｉ
Ｐ
V
６
…In

te
rn
e
t

p
rotocol

v
ersion

6

の
略

で
、
現
在
広
く
使
用
さ
れ

て
い
るIP

（IP
v
4

）
の

次
期
規
格
で
あ
り
、
Ｉ

Ｐ
V
４
に
比
べ
て
、
ア

ド
レ
ス
数
の
大
幅
な
増

加
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

強
化
お
よ
び
各
種
設
定

の
簡
素
化
等
が
実
感
で

き
る
。

い
よ
い
よ
来
年
に
開
催
が
迫
っ
た
、
第
六
十
回
国
民
体
育
大
会
「
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
と
第
五
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
輝

い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」。

こ
の
た
び
、
全
面
に
青
空
を
配
す
る
と
い
う
大
胆
か
つ
シ
ン
プ
ル
な

構
図
で
表
現
し
た
公
式
ポ
ス
タ
ー
も
完
成
し
、
岡
山
を
舞
台
に
し
た
熱

戦
に
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

本
県
で
は
、
従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、「
簡
素
で
斬

新
な
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
体
」「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
環
境

に
配
慮
し
た
人
に
や
さ
し
い
国
体
」「
吉
備
の
国
の
歴
史
・
文
化
あ
ふ

れ
る
国
体
」「
情
報
先
進
県
岡
山
を
実
感
す
る
Ｉ
Ｔ
国
体
」
の
四
つ
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
岡
山
発
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
大
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

両
大
会
の
成
功
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
多
く
の
県
民
の
方
に
何
ら
か
の
形
で
大
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
全

国
か
ら
来
ら
れ
る
多
く
の
方
々
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
感
動
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

九
月
五
日
に
は
、
県
内
全
域
で
約
十
二
万
人
が
参
加
し
て
、「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大

作
戦
」
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
十
月
二
日
に
は
、
開
催
気
運
を
一
気
に
高
め
る
た
め
、
両
大
会
の
特
別
応
援
団
「
キ

ラ
リ
☆
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
森
末
慎
二
さ
ん
と
有
森
裕
子
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
開
催
一
年
前
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
来
年
の
両
大
会
で
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
「
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

両
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
あ
な
た
が
キ
ラ
リ
☆
」
の
と
お
り
、
参
加
す
る
選
手
・
監
督
、
応
援
す
る
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
両
大
会
に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
が
キ
ラ
リ
☆
と
輝
く
大
会
と
な
る
よ
う
、
百
九
十
五
万
岡
山
県

民
の
総
力
を
あ
げ
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
、
お
も
て
な
し
気
運
の
醸
成
な
ど
、
開
催
準

備
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
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東
京
岡
山
県
人
会

東
京
岡
山
県
人
会
の
平
成
十
六
年
度
総
会
と

第
五
十
五
回
県
人
の
集
い
が
、
九
月
三
日
（
金
）、

東
京
・
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
約
四
百
五
十
人
の

参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
界

で
活
躍
す
る
県
出
身
者
の
ほ
か
、
地
元
岡
山
か

ら
は
石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
関
係
者
、
さ
ら
に
は
岡
山
経
済
界
の
代
表

者
の
方
々
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
懐

か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
と
味
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

ま
ず
、
総
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
決
算
報

告
、
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
が
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
県
人
の
集
い
」

で
は
、
小
長
啓
一
会
長
（
AO

C
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
相
談
役
）
が
「
岡
山
県
人
に
帰
り
、
県
の

問
題
を
語
り
合
っ
て
友
好
を
深
め
よ
う
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
沼
赳
夫
衆
議
院
議
員
、
石
井
正

弘
岡
山
県
知
事
、
千
田
博
通
岡
山
県
議
会
議
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
岡
山
地
酒
の
四

斗
樽
が
威
勢
の
良
い
「
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
か
け
声

に
合
わ
せ
鏡
開
き
さ
れ
、
岸
本
泰
延
名
誉
顧
問

（
昭
和
電
工
顧
問
）
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
集
い
の

幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

鰆
ス
モ
ー
ク
寿
司
、
地
酒
、
マ
ス
カ
ッ
ト
な

ど
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
松
尾
道
彦
副
会
長

（
日
本
海
事
財
団
会
長
）
の
中
締
め
の
挨
拶
ま
で
、

和
や
か
な
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
岡
山
国
体
の
特
別
応
援

団
を
務
め
る
有
森
裕
子
さ
ん
が
参
加
、
い
よ
い

よ
来
年
に
せ
ま
っ
た
国
体
を
Ｐ
Ｒ
し
、
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
岡
山
か
ら
「
さ

わ
ら
料
理
を
岡
山
名
物
に
育
て
る
会
」
の
岡
　

彬
会
長
と
赤
木
啓
治
実
行
委
員
長
も
参
加
し
、

さ
わ
ら
料
理
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
岡
山
県

出
身
者
の
大

学
生
で
構
成

さ
れ
て
い
る

青
年
会
の
学

生
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
貢

献
し
、
若
い

力
み
な
ぎ
る

県
人
の
集
い

と
な
り
ま
し

た
。

■
岡
山
県
内
の

最
近
の
主
な
ニ
ュ
ー
ス

■観衆も総立ちで「ガンバロー」コール

岡
山
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
岡
山
県
知
事
選
挙
が
十
月
二
十

四
日
に
投
開
票
さ
れ
、
石
井
正
弘
知
事
が
三
選
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
県
民
力
を
結
集
し
、
地
域
を
よ
り
輝
か
せ
て

い
く
た
め
に
、「
活
力
あ
る
産
業
の
創
造
と
雇
用
の
確

保
」、「
将
来
の
地
域
社
会
を

支
え
る
人
づ
く
り
」、「
県
民

の
生
涯
に
わ
た
る
快
適
で
安

全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
」

の
『
岡
山
の
元
気
づ
く
り

「
三
つ
の
創
造
」』
政
策
を
基

本
に
、
情
熱
県
政
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

岡山～ソウル線が11月1日から
毎日運航となりました。

週3便の運航となっていました「岡山～ソウル線」が、
上海線に続いて11月1日からデイリー運航となりました。
機種はB737（187人乗り一部148人乗り）です。
韓国では、グルメにエステ、ショッピングが満喫でき

るほか、ソウルからはアジア周辺地域はもとより、ヨー
ロッパやアメリカなどの世界各地への乗り換えもとても
便利です。ますます便利な岡山空港をご利用下さい。

◆毎日運航◆

岡山 → ソウル ソウル → 岡山
09：45 11：25 18：00 19：25

※全便ナイトステイ

●お問い合わせ：岡山県航空企画推進課 TEL.086-226-7282

■
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
ず
、
話
し
相
手
の

顔
が
見
え
る
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム

い
よ
い
よ
来
年
！

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
・

輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」

Ｉ
Ｐ
V
６
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「
ゆ
び
き
た
す
く
え
あ
」

■石井知事初登庁（10／25）
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■
新
規
会
員
の
ご
紹
介

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
ご
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先
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首
都
圏
の
中
の

お
・
か
・
や
・
ま

「
山
田

や
ま
だ

方
谷

ほ
う
こ
く

」

山
田
方
谷
は
、
徳
川
幕
府
最
後
の
老
中
と
し
て
将
軍
慶
喜
を
補
佐
し
た
備
中
松
山

藩
主
板
倉
勝
静

い
た
く
ら
か
つ
き
よ

の
ブ
レ
ー
ン
で
、
見
事
に
藩
政
改
革
を
成
し
遂
げ
た
、
陽
明
学
者
に

し
て
財
政
家
、
教
育
者
で
あ
る
。

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
備
中
松
山
藩
（
現
在
の
高
梁
市
）
の
農
商
の
家
に
生

ま
れ
、
幼
少
よ
り
神
童
の
誉
れ
高
く
、
新
見
藩
の
儒
学
者
丸
川
松
隠
に
学
ん
だ
後
、

京
都
で
学
び
、
さ
ら
に
江
戸
の
佐
藤
一
斎
塾
に
入
門
、
佐
久
間
象
山
ら
と
研
鑽
を
積

み
、
陽
明
学
を
極
め
た
。

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
板
倉
勝
静
が
藩
主
と
な
る
と
、
藩
の
財
政
責
任
者
に

就
任
し
た
。
方
谷
四
十
五
歳
の
と
き
で
あ
る
。
人
生
五
十
年
の
当
時
、
普
通
な
ら
隠

居
す
る
と
き
だ
が
、
藩
政
改
革
を
断
行
で
き
る
の
は
方
谷
以
外
に
い
な
い
と
見
定
め

た
勝
静
の
執
拗
な
説
得
に
よ
り
、
方
谷
は
受
諾
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
上
下
節
約
、

負
債
整
理
、
藩
札
刷
新
、
産
業
振
興
な
ど
の
藩
政
改
革
に
取
り
組
み
、
僅
か
八
年
で

十
万
両
の
借
金
を
抱
え
た
貧
乏
藩
を
十
万
両
の
蓄
財
と
最
新
式
の
近
代
装
備
を
備
え

た
軍
事
力
を
有
す
る
富
国
強
兵
藩
に
変
え
、
全
国
一
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
成
果
を

上
げ
た
。
方
谷
の
行
っ
た
改
革
は
、
た
だ
単
に
財
政
を
立
て
直
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

産
業
を
興
し
、
文
武
を
奨
励
し
て
人
心
を
奮
い
立
た
せ
る
と
い
う
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
「
下
方
潤
沢
（
領
民
を
豊
か
に
す

る
）」「
撫
育
（
領
民
を
幸
せ
に
す
る
）」
と
い
う
理
念
で
あ
っ
た
。

明
治
維
新
後
は
明
治
政
府
か
ら
の
度
重
な
る
出
仕
要
請
を
固
辞
し
、
長
瀬
（
現
在

の
高
梁
市
中
井
町
）、
小
阪
部

（
現
在
の
大
佐
町
）
で
子
弟
の

教
育
に
専
念
し
た
。
閑
谷
学

校
の
再
建
に
も
尽
力
し
、
明

治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
七

十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

生
誕
二
百
周
年
に
あ
た
る

来
年
に
か
け
て
、
生
誕
地
高

梁
市
や
大
佐
町
で
は
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。

9月23日に品川区大井に、アンテナショップ「ふるさと劇場　品
川座」がオープンしました。
このアンテナショップは、過疎に悩む全国10町村が加盟してい

る「日本ふるさと会議」が運営しているもので、岡山県からは高
梁市川上町、高梁市備中町、川上村が参加しており、品川区の協
力を得ています。
オープン前の9月11日にはマスカットの試食会、10月2日にはピ

オーネの試食会を開催し、岡山県産ブドウをアピールしました。
事務局では「ここに来ないと手に入らないような特産品を扱う

ようにしているが、今後はもっと品数を増やしていきたい。また、
特産品の販売だけではなく、ふるさとの魅力を発信する拠点とし
ていきたい。」としています。
高梁市川上町からは、桃太郎ぶどう、唐辛子の佃煮、味噌など、

川上村からは、蒜山ジャージーヨーグルトや蒜山ワインジャムな
ど、時季に応じたものが販売されています。（※時季によって販売され
るものが変わります。）

アンテナショップ「ふるさと劇場　品川座」がオープン

○ところ：品川区大井1-16-1
（大井サンピア商店街　区役所近く）
電　　話：03-3773-1681
営業時間：11：00から18：00
定 休 日 ：毎週、水曜日・木曜日

○参加地域

■山田方谷ゆかりの地の紹介

現在の住所

上野東照宮(台東区上野　上野公園内)      

「吉祥寺」内（文京区本駒込3-19-17）

千代田区霞が関
（現在、検察庁があるあたり）

中央区銀座3丁目あたり

新宿区舟町あたり

二松学舎大学（千代田区三番町）

■生誕200年記念発行予定刊行物

・山田方谷カレンダー
・山田方谷印譜集
・漢籍等目録（藩校有終館蔵）
・高梁川流域連盟機関誌「「高梁川」
山田方谷特集
・漫画「山田方谷物語」
・副読本「山田方谷」

※ご希望の方、先着100名様にカレンダー　
（ポスターサイズ1枚）を差し上げます。
岡山県東京事務所まで御連絡ください。
（TEL. 03-5212-9080）

■記念イベント
シンポジウム

：平成17年2月27日（日）
：岡山県阿哲郡大佐町
：テーマ「山田方谷に学ぶ日本の教育」

お問い合せ先：大佐町山田方谷記念館　TEL. 0867-98-4059

先人の遺訓に学ぶ「全国藩校サミットイン高梁」
：平成17年6月11日（土）
：高梁市文化交流館
：記念講演 講師　徳川恒孝氏（徳川宗家18代当主）
基調講演 講師　石川忠久氏（二松学舎大学学長）等

※H16.11.12「生誕200年記念事業シンポジウム方谷さんを今に生かそう」（高梁
交流会館）が開催されました！！
お問い合せ先：山田方谷生誕200年記念事業実行委員会　TEL. 0866-21-0461

第14回国際ミーティング・エキスポ（IME2004）
12月7日（火）～８日（水）
東京国際フォーラム・展示ホール（有楽町）
コンベンション開催に関するあらゆる情報を提供する日本で
唯一のコンベンション・トレードショーです。岡山コンベン
ションビューローと（社）倉敷観光コンベンションビューロ
ーも参加します。

岡山コンベンションビューロー Tel：086-803-1332
（社）倉敷観光コンベンションビューロー
Tel：086-421-0224

ベンチャーフェアJAPAN2005
Ｈ17年1月26日（水）～ 27日（木）
東京国際フォーラム
日本最大級のベンチャーマッチングイベント。岡山県の企業
も参加します。

（財）岡山県産業振興財団　Tel：086-286-9626

第4回「岡山物産展」
Ｈ17年2月24日（木）～3月2日（水）
京急百貨店（横浜市上大岡）
岡山県内の各種特産品、工芸品、郷土料理等の販売

岡山県産業貿易振興協会　Tel：086-225-4765

ゆかりの地

●板倉勝静が祠官を
勤めた神社

●板倉勝静の墓碑

●備中松山藩の上屋敷

●備中松山藩の中屋敷

●備中松山藩の下屋敷

●弟子の三島中洲創設
「漢学塾・二松学舎」

コラム
岡山県勢第7位

に大躍進！

10月23日から埼玉県で開催された「彩の
国まごころ国体」（第59回国民体育大会）
秋季大会が28日閉幕し、岡山県は昨年13位
から大きく順位を上げて、天皇杯（男女総
合成績）7位という大躍進をとげました。

首都圏でのイベント情報

岡山県高梁市川上町
岡山県高梁市備中町
岡山県真庭郡川上村
東京都利島村
山梨県早川町
長野県川上村

県内の市町村合併情報！
新市町村名 関係市町 合併年月日

高梁市 高梁市、有漢町、成羽町、川上町、備中町 H16.10.1
吉備中央町 加茂川町、賀陽町 H16.10.1
瀬戸内市 牛窓町、邑久町、長船町 H16.11.1

岐阜県川上村
岐阜県山岡町
奈良県川上村
熊本県長陽村
沖縄やんばる

■板倉勝静が祠官を勤めた上野東照宮

■山田方谷像
小倉魚禾筆（高梁方谷会蔵）


